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※本資料のダウンロードはどなたでも可能ですが，無断での転載・複製を禁じます。 

※自治体や病院，事業所など，団体として使用や配布を希望される場合は，事前に 

京都市高次脳機能障害者支援センターまでお知らせください。 
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つまずきを理解するために，これから順に各症状の特徴とその一般的な対策方法を見ていくよ。 
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リンク：入門講座ダウンロード版資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全般的に低下している人もいれば，とくに弱い機能がある人もいるよ。どこが弱いか観察すると， 

対策のポイントがわかるんだ。 

http://koujinoukinou-city-kyoto.jp/download/
http://koujinoukinou-city-kyoto.jp/download/
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多くの情報があると，それだけ「探す」必要がでてくるから，気が散って集中しにくいし，脳が疲れる

んだね。対策としては，「大切なことを簡潔に伝える」，「必要な情報だけにしぼる」ということだね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに初期は，とっても脳が疲れやすいんだ。神経疲労ってやつだね。ちょっと昼寝をすると， 

脳の疲労回復に効果があるよ。長すぎると生活リズムが崩れるので，調整が必要だけどね。 
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以前は何気なくこなしていたことがしづらいのは，「注意の配分」が苦手になったからかもね。 

それなら「１つずつ」順番に取り組むと，脳に負担をかけすぎないよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意の適切な切替のコントロールが弱くなったということだから，注意の切替を促す（タイマーなども

使えるね），あるいは切り替えるのに時間がかかることを理解して少し待つ，ってことだね。 
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記憶障害っていうと，②の「保持」が難しいとイメージしがちだけど，①の「記銘」で情報をうまく入力 

できていないことも多いんだ。入力できていない情報は取り出せないよね。 

試してほしいのは，「記銘」の段階で情報を正しく入力する工夫。だけど，そもそもは，書いたものを

貼っておくなど「覚えなくてもよい方法をとっておく」のがもっとも効率的だよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳の海馬（かいば）という領域を傷めると“言葉を使う記憶”の多くが弱くなるんだ。一方，「手続き記

憶」は体を動かして覚える記憶で，小脳などが働いているらしい。たとえば，電子レンジの操作手順

も，実際に体を動かして操作を繰り返すことで覚えやすくなるよ。ただし，覚えるのは１つのパターン

から。いくつものことを同時に進めると，情報が混ざるので要注意。 
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「記憶」は鍛えるより，補う工夫が有効ってことだね。次は，記憶障害の対策を見ていくよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「気がついたら見るようにしています」という人のほとんどは，実際は見返せていない。 

だって，メモを見るってことを覚えておきにくいから・・・。「必ず見る機会」を設定する方がいいよ。 

「寝る前と朝に必ず見直す習慣をつける」，「メモを見る時間をアラーム設定しておく」，「玄関ドアの

内側に貼っておく」などを試してみてね。 
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初めから正しい情報だけを入力できるよう，周りの人からの「伝え方」もポイントなんだね！ 
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つまり，覚えていない記憶を補おうとして，無意識に作り出してしまうんだね。 
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この①から④を繰り返して，状況に合わせた行動や検討を行っていくものなんだ。 

 



 入門講座２ダウンロード版資料 

12                  Ⓒ京都市高次脳機能障害者支援センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今するべきこと」，「後でもできること」などの優先順位がうまくつけられないんだね。自分の行動を 

振り返る（評価する）ことも弱くなっているから，同じ失敗（行動）を繰り返してしまう。 

こういった「同じ行動」は，周りには「こだわり」のように見えることがあるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえば仕事を探すときは，臨機応変さを求められる仕事よりも，「やり方が決まった仕事」の方が 

適応できると思うよ。 
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対策ですべてが解決するわけではないけれど，生活は，少ししやすくなる。１つ１つの積み重ねが，

変化につながるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の，“各症状の特徴と一般的な対策”を参考に，どういうところでつまずいているのか「観察」を。  

身近な家族や職場の同僚の方こそ，適した工夫を考えられる可能性があるよ。ただし，抱え込まない

ようにして！ 周りで支える人自身に余裕がないと，支援はうまくいきません。福祉や介護のサービ

ス，相談支援を上手に活用してほしいな。 
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リンク：各地の高次脳機能障害支援拠点機関 

（国立障害者リハビリテーションセンター 高次脳機能障害・支援センター）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/soudan/
http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/soudan/
http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/soudan/
http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/soudan/

